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英語学習に対する意欲を高める授業
- 方略的能力の育成を通して -
学習開発コース (09220908) 瀧 滞 直 美
本研究は,コミュニケーション能力の育成を見据え,知識習得のための学習意欲だけで
なく,コミュニケーション意欲を高めることを検討する｡コミュニケーション意欲を支え
る方略的能力を育成するために,生徒の予想や反応を促すインプットや,コミュニケーシ
ョン場面としてタスクを志向した活動を取り入れた実践を行い,検討した｡これらは生徒
の理解やコミュニケーション意欲に影響を与えたが,さらなる効果を求めるために,｢目的
意識｣｢予想を促す働きかけ｣｢課題を生かした学びづくり｣が必要である｡
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及び研究の背景
学習に対する興味の低さ,積極的 ｡主体的に学
ぼうとする意欲の乏しさなど,子ども達の学習意
欲の低下が問題視されるようになって久しい｡
そこで,教職実践プレゼンテーションⅠでは,
学習意欲の向上につながる教師の働きかけ,特に
机間指導 ｡指名 ｡言葉掛けに着目して研究を進め
た｡これらの働きかけは,授業分析や生徒の自己
評価などから,生徒の学習意欲向上に影響を与え
たと考えられる｡
しかし,これらの働きかけでは意欲的な姿を引
き出すことができなかった生徒が,教師が英語で
指示を行った際に,机から身を乗り出して指示内
容を理解しようとしている場面があった｡ この生
徒の姿を受けて,｢英語学習には,知識の習得を支
える一般的な学習意欲に加え,英語学習独自の意
欲も必要なのではないだろうか｡｣という新たな疑
問が生じた｡
ベネッセ教育研究開発センターの調査(2009)に
よると,英語学習の動機に関する質問に対して,
約8割の中学生が了中学生のうちは勉強しないと
いけないから｣と答え,｢英語のテストでいい点数
を取りたいから｣｢できるだけいい高校や大学に入
りたい から｣｢就職に役立っから｣ と続いている｡
また,英語の学習意欲に関する調査結果 (図1)
を見てみると,一番目を引くのが中学1年生初期
の学習意欲の変動の大きさであろう｡しかし,高
校受験が近づく中学2年の後半や3年時には,学
習意欲は再度向上する点にも注目してほしい｡試
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験や受験のためという動機があれば,英語学習-
の意欲は向上していくのである｡
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図1 英語学習で最もやる気が高かった時期
第二言語として主に英語の学習が行われている
日本だが,日常生活の中で英語でのコミュニケー
ションの必要性を感じる場面は少ない｡そのため,
英語学習の必要性を感じる場面の多くは,受験に
関するものである｡しかし,中学英語に求められ
ている ｢コミュニケーション能力の基礎の育成｣
を考えたとき,試験や受験を動機とした学習意欲
の向上だけでは育成は困難である｡第二言語の基
礎基本となる知識習得のための学習意欲に加え,
積極的にコミュニケーションを図ろうとする意欲
も育成していかなければならないのである｡
(2)研究の目的
本研究では了コミュニケーション能力の基礎の
育成｣という中学英語の目標を見据え,コミュニ
ケーション意欲を高めることを検討する｡
語乗数などの習得がまだ十分ではない中学生の
発達段階を考慮すると,コミュニケーション意欲
の高まった姿とは,末習の単語や表現,もしくは
異言語や異文化を持つ人に接したときに,分から
ない からと言ってすぐに諦めるのではなく,自分
なりに工夫してかかわろうとする姿である｡この
姿を育成するために,本研究では方略的能力に着
目する｡第二言語習得の認知プロセスに基づいて
授業を展開し,その中に未習事項を含んだインプ
ットに対して予想する場面や,学習した事柄を用
いてコミュニケーションをする活動を取り入れ,
生徒の姿や自己評価などを通して,その有効性を
検討する｡
(3)研究の方法
コミュニケーション意欲の向上を目的とした実
践について,教職専門実習Ⅰ～Ⅳで行った授業や
参観した授業を中心に,授業記録と生徒の自己評
価を基に分析し,その効果を検討する｡
2 先行研究の検討
(1)第二語 習得の認知プロセス
第二言語習得研究とは,第2番目の言語を意識
的に学習し,または無意識のうちに習得していく
過程を詳細に研究し,その言語をコントロールす
るメカニズムを見出し,その結果,言語習得理論
の構築を目指すものである (小池 ,1994)｡第二
言語習得研究が進むにつれて,言語習得のモデル
も示されてきた｡図2は,村野井 (2006)が提案
した第二言語習得の認知プロセスのモデルである｡
第一のプロセスは ｢気づき｣であり,耳や目を
通して入ってくる表現や音に気づくことである｡
｢インプット｣を ｢気づかれたインプット｣に変
えるためには,生徒の意識を教師が話す英語に向
ける必要がある｡そのためには,生徒の動機 ･態
度 ･不安などの情意的要因を考慮した働きかけが
必要である｡
第二のプロセスは,言語形式と意味のつながり
を推測し,その言語がどのような機能を果たすの
かを理解していく ｢理解｣の過程である｡ ｢気づ
かれたインプット｣を ｢理解されたインプット｣
に変えるために,帰納的学習システムを利用する｡
教師が,意味を推測する助けとなる視覚的情報や
ジェスチャーなどを用いながら英語表現を何度も
繰り返し聞かせることで,生徒は ｢こんなことを
言っているのではないだろうか｣と仮説を立てて
いく｡
第三のプロセスは ｢インテイク｣である｡ ｢理
解されたインプット｣が学習者の罰 挨口識として
定着する段階である｡話し手に聞き返すなどして,
仮説を検証して内在化が進む｡仮説を検証するた
めのこれらの確かめ的な発話に対して,相手が何
らかの反応をする｡その反応により,仮説が認証
されたり,修正されたりする｡
第四のプロセスは ｢統合｣である｡統合は,学
習した表現が蓄えられ使いこなせるようになった
段階である｡授業では,学習事項である表現を読
んだり書いたりして何度も練習することで統合が
進む｡
そして,ここまでのプロセスが完了したものが
アウトプットになる｡学習した表現を使いこなせ
るようになった生徒は,コミュニケーション活動
などでそれらの表現を使用する｡
このような第二言語習得の認知プロセスに基づ
いて授業を展開することで,生徒の言語習得はよ
り効果的に行われると考えられる｡また,本時の
学習事項を段階を踏んで習得することで,生徒が
安心感や自信を持つことができると思われる｡
図2 第二言語習得の認知プロセス
(2)willingnesstoCommunicate(WTC)
｢wlllingnesstoCommunicate｣とは,｢自発的
にコミュニケーションを行う意思｣のことである
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(八島,2003)｡WTCに影響する要因を検討した
Maclntyre(1998)によると,学習者の不安を軽減
し,第二言語で話すことに対して自信をつけるこ
とが積極的に第二言語で話したいという意思や行
動につながるという｡また,同じくWTCに影響す
る要因を調査した Yashlma(2002)は, ｢第二言
語のコミュニケーション不安｣と ｢第二言語のコ
ミュニケーション能力の認知｣を一つにした概念
である ｢第二言語コミュニケーションの自信｣ と
いう用語を用いて,第二言語学習者をコミュニケ
ーションに動機づけるためには,学習意欲を高め,
第二言語コミュニケーションの自信をつける必要
があると述べている｡
(3)方略的能力
コミュニケーション能力は,言語能力や認知的
能力,コミュニケーション-の態度 ｡姿勢などの
様々な要素によって成り立っている(村野井,
2006)｡その中の一つに,｢方略的能力｣がある｡
この能力は,例えば,単語がわからないからと言
ってコミュニケーションをストップしてしまうの
ではなく,表現方法を工夫したり言語以外の手段
を使って理解しようとしたり,自分の意図を伝え
ようとするものである｡様々なコミュニケーショ
ン方略を用いてコミュニケーションを継続しよう
とすることから,積極的にコミュニケーションを
図ろうとする態度と深く関係する｡また,Mclntyre
(1998)は, ｢方略的能力の育成は,言語面の自
信を後押しする上で特に重要な役割を持っと考え
られている｡｣と述べている｡
これらのことから,コミュニケーション意欲を
高めるためには,生徒の学習意欲と第二言語使用
の自信を高め,方略的能力を育成する必要がある｡
学習意欲と自信を高めるためには,教職実践プレ
ゼンテーションⅠで有効性の示された教師の働き
かけを行う｡方略的能力の育成に関しては本研究
で新たに着目し,その有効性を検討する｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)実践の内容
教職実践プレゼンテーションⅠでは,生徒の英
語学習に対する不安感を拭い,自己効力感を高め
ることで学習意欲の向上につながると考え,授業
中の教師の働きかけ,特に机間指導 ｡指名 ｡言葉
掛けに焦点をあてて研究を進めた｡授業分析や生
徒の自己評価などから,これらの働きかけの有効
性が示された｡本研究で着目するコミュニケーシ
ョン意欲を高めるためには,生徒が第二言語使用
の自信を持ち,学習意欲を高める必要がある｡よ
って,これらの働きかけは本研究でも行った｡
本研究では,生徒が安心感や自信を持って第二
言語を使用できるように,第二言語習得の認知プ
ロセスに基づいた授業を展開した (表1)｡
①教科書の英文の初読
教科書の内容を扱う際 新出単語の意味や読み
方を学習してから英文の内容を読み進めることが
多い｡しかし,これでは生徒が教室外で未習の単
語や表現に出会ったとき,諦めずにかかわりを持
とうとする姿は育成できない｡未習事項が含まれ
ている教科書の英文に対しても,教科書の挿絵や
既習事項を基に英文の意味を予想しようとする姿
を育成したい｡そこで,本実践では,未習の単語
や表現と出会う場として教科書の英文の初読を取
り入れた｡その後,正しい知識を習得するために,
新出単語の学習や教科書の内容の確認を行った｡
表1 第二言語習得の認知プロセスに基づいた授業展開 (本時の指導計画)
プロセス 指導過程 目指す生徒の姿
インプット 1.文法事項の導入 ○未習の単語や表現が用いられたインプ ットを聞き,話し手
｣ 2.教科書の英文の初読3 文法事項の学習 のジェスチャー や既習事項を基に,それらの意味や使われ
J 方を予想して反応することができる○
インテイク ○文法事項や英文の内容の学習を通して,予想を検証し,蕊
↓ 4.教科書の内容の確認 しい意味や使われ方を理解することができる○また,リー
J 5.リー ディング デイングなどを通して,新たに得た知識を定着させる○
アウトプ ット 6.コミュニケーション ○新たに得た知識を用いて,意欲的にコミュニケーション活
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②英語での文法事項の導入
本時の学習事項である文法の導入場面を,生徒
が未習の表現と出会う場と考えて実践した｡教師
の英語だけを基に未習の表現を理解することは難
しいので,生徒が興味関心を持っている事柄の絵
や写真などの視覚的情報やジェスチャーを加える
などして,生徒の予想を促した｡
③タスクを志向した活動
本研究は,コミュニケーション意欲を高めるこ
とを目的としているため,生徒が正しく英語を使
用することではなく,意味 ･内容の伝達を重視す
る｡そのため,生徒がアウトプットする場面とし
て,コミュニケーション活動の一つであるタスク
を志向した活動を取り入れた｡
タスクとは,｢意味 ･内容の伝達の焦点をあて,
言葉を使って課題を解決する活動｣ と定義される
(高島,2008)｡タスクを志向した活動には4つの
特徴がある｡
･言語を用いて問題解決をする目標がある｡
･2人以上による情報の授受 ･交換を行う｡
･話し手と聞き手に情報の差がある｡
･指定されたモデル ･ダイアローグなどに従っ
て活動する｡
授業で行った活動の内容は,まず,｢決められた
回答をする4人を探す｣という目標を設けた｡生
徒は配布されたワークシートに書かれた内容に沿
って友達に英語で質問しながら,決められた回答
をする人物を4人探し出した｡
④自己評価
実践の分析 ･検討に用いる生徒の自己評価は,
中学英語の評価の観点に基づいて作成した｡
<質問項目>
1.理解の能力を問う質問
2.表現の能力を問う質問
3.異文化の知識 ･理解を問う質問
4.コミュニケーション-の関心･意欲･態度を;
問う質問
<回答>
｢そう思う｣- ｢そう思わない｣5段階評価
<自由記述>
指示 ｢授業の疑問･質問,または感想などを享
自由に書いてね !｣
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⑤抽出生徒
実践の結果をより明確に分析するために,生徒
理解に基づき,コミュニケーション意欲を引き出
したい生徒を抽出した｡
生徒 ;生徒の姿
生徒D 英語に対して苦手意識を持っており,
;授業中の表情は常に堅い｡個別支援を行 ;
圭って不安感を拭い,自己効力感を高め‡
;て,英語でコミュニケーションすること.:
壬の楽しさを感じてほしい｡
生徒E 英語の学力･意欲は低くないが,英語 …
…で会話する活動を日本語で行っていた…
…りと,態度や意欲はよくない｡教師の発 …
…間によく反応する姿を大切にして,コミ…
豆 ニケ-ション-の意欲を高めたい｡
生徒F 授業中は教師の問いに対してよくつ 妻
;ぶやく｡しかし,一旦わからなくなると;
;顔を下げたまま教師の話に耳を傾けよ;
;うとしなくなる場面も見られる｡つぶや ‡
;く姿を大切にし,未習事項にも諦めずに圭
iかかわろうとする姿を育成したい｡
(2)実践の結果
(∋教科書の英文の初読
表2は,新出単語や文法事項の学習の前に,敬
科書の英文を読み進めた場面の授業分析である｡
未習事項を含む英文に関する問いに対し,教科
書を見ながら数名の生徒が反応している｡生徒の
自己評価を見ると,多くの生徒が教科書の内容を
｢理解できた｣ と答えている｡これまで生徒が受
けてきた授業の流れとは異なっていたが,最初に
英文の初読を行ったことで生徒の理解を妨げたり
はしなかった｡しかし,生徒は未習事項を含む英
文を自分なりに工夫して読み進めようとしている
と言えるだろうか｡
生徒Dは,何をすべきか分からずに不安を抱い
たり(下線部①),その後も黙ったまま,発言する
生徒と教師のやりとりをただ聞いていたりした
(下線部②)｡また,生徒Eのように,事前に辞書
等で調べてきた単語の意味を見て発言している生
徒もいた (下線部③)｡このような生徒の姿を受け
て,本実践で行った英文の初読は,生徒の方略的
能力の育成につながっていないと言える｡
表2 教科書の英文の初読場面の授業分析
主な言動 (T:教師,S:生徒) 生徒Dの言動 生徒Eの言動 生徒Fの言動
T:Doyoulikemusic?マイクはどんな質問をしていると思いますか?S 音楽好きかどうかO生地 .④ 音楽好き どうか聞いていますねo(教科書を見ながら間を約5秒取って)Yes.Ⅰoftn1istentomuslc.絵美はどう答え ?好き ･問いを聞いている〇何をすればい かわ ･教科書を見ている〇を見たまま ･問いを聞いている〇教科書を見 ｢音楽
からずに他の生徒の言動を見ている○①･教科書を見始める〇師を見ている〇二二二二工 ㍉ ｢音楽好 きか どうか○｣と発言〇･教科書を見ている〇を見たまま 好きか○｣と発言〇･教科書を見ている〇を見たまま
その理由として,まず,活動の目的を伝える明
確な指示がないことである｡コミュニケーション
意欲を育成するためには,まず生徒がコミュニケ
ーション使用場面で不安感を持たない必要があり,
その不安感を拭うためにも目的を伝える明確な指
示を行う必要がある｡また,事前に辞書等で調べ
てきた意味を基にして英文を読解していては,坐
徒が未習の事柄と出会う場として設定したこの実
践が無駄になってしまう｡生徒が教科書の挿絵や
英文を参考にできるように,｢教科書だけを開きま
しょう｡｣｢ノー トはしまいましょう｡｣などの指示
を行う必要がある｡
2つ目の理由としては,生徒の発言に対する教
師のフィードバックが,生徒の予想を促すものに
なっていないということである｡｢そうだね｡｣｢う
ん｡｣など,生徒の発言内容を正しいカ判断するよ
うなものばかりであった (下線部④)｡この段階で
は未習事項が英文に含まれているため,生徒に英
文の内容を正しく読み取ることを求めてはいけな
い｡聞こえてきた発言をただ取り上げるのではな
く,そう考えた理由にふれるような問いを返した
り,それ以外の意見を求めたりするなど,生徒の
予想を促すようなフィードバックが必要である｡
3つ目の理由としては,生徒が予想するための
手立てを示していないことである｡未習事項を含
んだ英文を読み進めることは,生徒にとって初め
てのことであり,何を基にして予想すればいいの
か分からない生徒も多い｡例えば,教科書の挿絵
や既習事項である英単語や表現に気付くような言
葉掛けをするなど,生徒が未習の事柄にも諦めず
にかかわりを持つための方略を示していく必要が
ある｡生徒が未習事項と出会う場面を設定するこ
とに終わらず,生徒が ｢分からないことも工夫す
れば何とか理解できるかもしれない｣と思うこと
ができるような細かな働きかけが必要である｡こ
れらの働きかけを実践したうえで,英文の初読が
生徒の方略的能力の育成に効果があるか判断して
いく必要がある｡
②英語での文法事項の導入
表3は,本時の学習事項である文法の導入を教
師の英語のみで行った場面の授業分析である｡ 教
師の問いに対し,多くの生徒が写真や教師のジェ
スチャーを基に表現の意味を予想し反応している｡
自己評価を見ても,本時の学習事項である数の尋
ね方 ｡答え方を ｢理解できた｣と答えている生徒
は多かった｡ 写真やジェスチャーなどが生徒の予
想を促す有効な手立てとなっている｡また,他の
生徒の言動を参考にして教師の問いに反応してい
る姿も多く見られた (下線部⑤)｡実践的なコミュ
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表3 英語での文法事項の導入場面の授業分析
主な言動 (T:教恥 S:生徒) 生徒Dの言動 生徒Eの言動 生徒Fの言動
T:(写真を提示して)Lookatthispicture. ･写真を見ている〇｢48人｣という発 ･体を起こして写真を ･写真を見ている〇小さな声で ｢480｣
Howmanygirlsarethereinthlsgroup? 見る○
S 48人o 笑って友達としゃべ
T:That's rlght.NeX question (手で生徒の方を指して)HowmanypensdoyouhaVe?S Five. 言をした生徒を見る〇･友達の動作 て, つている〇･教師の質問を聞いて とつぶやく〇･友達の動作を見て,
T:YouhaVefiVe?ten?(クラス全体を指さして)Ho＼Vmany 自分のペンを数え始 すぐにペンを数え始 自分のペンを数え始重量｣⑤･まだペンを触ってい める〇･教師の発間 聞いて 迩 ⑤ ｢ 5 .Fi,e.｣と発言〇･教師の発問 聞いて
studentsarethereinthisclass?T:(中学校名がある掲示物を指さして) るoその後友達の発言 すぐに ｢30 0｣と発 すぐに ｢30 0｣と発を聞いて,教室 人数数え いる○⑤･教師 発問を聞いて 百〇･.元の姿に戻り,机に 看O･｢わかんねoもうい
Howmanystudentsarethereinthis すぐに友達と話して 堕堂墨L⑥ いやo｣と発言して下
ニケ-ション場面においても,他者の反応により
気づきが促されることはよくある｡ 授業中発言す
ることの多い生徒の言動は,他の生徒が未習事項
の意味を予想立てる上で重要な役割を果たしてい
ることがわかる｡これらのことから,文法事項の
導入を英語で行うことは,生徒の方略的能力の育
成につながると言える｡
しかし,最初の段階の問いには意欲的に反応し
ていたが,問いを繰り返すうちに答えることに意
欲を持てなくなった姿が見られた (下線部⑥)｡教
師の問いを分析してみると,学校の生徒数を尋ね
た質問に対して生徒は答える意欲を失っている｡
それまでの問いの特徴としては,生徒が答えとな
る情報を持っている内容であること,生徒自身に
関する内容であることが挙げられる｡生徒の反応
しようとする意欲を引き出すためにも,インプッ
トの量だけでなく,質も吟味する必要がある｡
③タスクを志向した活動
活動中の生徒の様子を観察してみると,多くの
生徒が積極的に友達に質問をして活動の目的を達
成しようとしていた｡タスクを志向した活動は,
生徒のコミュニケーションを活発にすることに効
果的であると言える｡また,第二語 習得の認知
プロセスに基づいて授業を展開したことにより,
生徒は自信を持って学習した表現を使って活動で
きたと思われる｡
しかし,生徒D ･Eは,意欲的にコミュニケー
ション活動に参加しているように見えたが,活動
-の意欲に関する自己評価が低かった｡ 表4は,
この活動に対する抽出生徒の自己評価と授業の感
想である｡
生徒D ･Eの他に,自己評価の低い生徒も見て
みると,共通して ｢決められた回答をする4人を
探す｣という活動の目的を達成できていなかった｡
達成感を得られなかったためにコミュニケーショ
ンの楽しさを感じられず,その結果,意欲が低下
したのではないかと考えられる｡｢決められた回答
をする4人を探す｣という表面的な目的に加え,
｢たくさんの友達と英語でコミュニケーションを
とる｣という真の目的を生徒に伝えることで,逮
成感の感じ方は変わったと考えられる｡
また,活動は日本語を使わずに英語で行うよう
に指示をしたものの,表情やジェスチャーを用い
ても伝わらず,最後には日本語を使用している生
徒が数名見られた｡特に,相手に再度発言を求め
たり,分からない単語の意味を尋ねたりする際な
どに日本語を使用していた｡このようなコミュニ
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ケ-ション場面で偶発的に発生した課題を生かし
て,生徒の学びにすることも必要である｡活動後
に生徒に ｢相手に伝わらずに困ったこと｣｢英語で
どう伝えればいいかわからなかった表現｣などを
聞き,それらの課題を新たな教材として使用して
知識を得ることで,次のコミュニケーション活動
-の動機づけとなる｡
表4 抽出生徒の自己評価
質問生徒 質問 自由記述
｢コミュニケ-シ 月受業の感想や質
ヨン活動に意欲的 問などがあれば自
に取り組むことができた○｣ 由に書いてね○｣
生徒D そう思わない○ みんなに追い かけられた○
坐徒E どちらでもない○ 楽しかつた○
4 考察
本研究では,方略的能力に働きかけてコミュニ
ケーション意欲を高めることの有効性を検討した｡
その手立てとして主に,第二言語習得の認知プロ
セスに基づいて授業を展開し,その中に英語での
文法事項の導入や英文の初読など,未習事項を含
んだインプットに対して予想する場面や,学習し
た事柄を用いてコミュニケーションをする活動を
取り入れた｡これらの実践は,部分的には生徒の
方略的能力の育成につながり,コミュニケーショ
ン意欲に影響を与えたと言える｡しかし,生徒の
方略的能力が定着し,コミュニケーション意欲が
さらに高まるために,今後の実践につなげる点と
して,以下の3点について述べる｡
(1)目的意識
授業中に分からない単語や表現に出会った際,
話し手のジェスチャーや教科書の挿絵を基にして
予想する過程を経なくても,すぐに辞書等で調べ
たり日本語で伝えたりした方が生徒にとっては楽
である｡しかし,それでは方略的な能力は育成さ
れず,実際の第二言語コミュニケーション場面で
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分からない単語や表現を前にすると,すぐにコミ
ュニケーションを諦めてしまう｡教師だけでなく,
生徒自身も目的意識を持って授業に参加すること
で,授業中の活動の捉え方や取組み方が変わると
思われる｡また,安心感や達成感にもつながる｡
生徒が目的を知り,目的意識を持って活動するた
めに,まずは授業中の明確な指示をする必要があ
る｡
(2)予想を促す働きかけ
本実践では,生徒が未習事項と出会いそれを予
想する場面を設けることに満足してしまい,生徒
の未習事項-のかかわりを促す働きかけが行われ
ていなかった｡ 今後実践する際に必要になる働き
かけの一つとして,生徒の発言の根拠に触れたり,
多様な意見を求めたりするなど,生徒の予想を促
すような問いやフィードバックが必要である｡
二つ目の働きかけは,予想するための手立てを
示すことである｡例えば,教科書の挿絵を見たり,
既習事項である英単語や表現に気付かせたりする
ような言葉を掛けるなど,生徒が未習事項にも諦
めずにかかわりを持っための方略を示していく必
要がある｡
(3)課題を生かした学びづくり
本実践では,生徒が未習事項と出会うなどの課
題を意図的に取り入れることで,生徒の方略的能
力の育成を図ってきた｡しかし,実際のコミュニ
ケーション場面では,話し手のジェスチャーや写
真などを基にしても解決できない課題に直面する｡
それが今後の英語学習の動機付けとなっていく必
要がある｡そのため,コミュニケーション活動で
偶発的に生じた課題を次なる学びにするため,新
たな題材として大切に扱う必要がある｡本実践の
場合であれば,英語で相手に繰り返しや言い直し
を求めることができていない生徒が数名いたので,
その課題を生かして,コミュニケーションを円滑
にする表現の学習につなげる｡ このように,意図
的に取り入れた課題だけでなく,偶発的に生じた
課題も生かすことで,方略的能力は育成できると
考えられる｡
これらの3点について実践を行うことで,方略
的能力の育成,コミュニケーション意欲の向上が
期待できる｡
5 到達点と課題
本研究では,生徒が未習事項に対して自分なり
に工夫して理解しようとする場面や,学習した事
柄を用いてコミュニケーションを取るタスクを志
向した活動を通して方略的能力を育成することで,
コミュニケーション意欲を高めることの有効性を
検討した｡これらの実践は,部分的には生徒の方
略的能力の育成につながり,コミュニケーション
意欲に影響を与えたと言える｡
しかし,生徒の方略的能力が定着し,コミュニ
ケーション意欲がさらに高まるためには,次の三
点が課題として残った｡一点目は,明確な指示や
言葉掛けを行うなどして, 生徒が英語学習に目的
意識を持って取り組むことができるようにするこ
とである｡二点目は,生徒の発言に対するフィー
ドバックを工夫したり,生徒が予想するための手
立てを示したりするなど,生徒の予想を促す働き
かけを行うことである｡三点目は,意図的に取り
入れた課題だけでなく,生徒が活動する中で偶発
的に生じた課題をも生かして学びにし,コミュニ
ケーション-の動機づけにつなげるということで
ある｡
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